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□問
農
業
振
興
課
11
７
２
４
・
２
１
６
６

○
日
時　
　

月
１
日（
日
）午
前
７
時
〜
８
時

１０

○
会
場　

町
田
市
教
育
セ
ン
タ
ー（
旧
忠
生
四
小
校
庭
）

町
田
市
日
曜
朝
市

催

し

町
田
市
民
ホ
ー
ル
事
業�

入
場
希
望
の
方
は
電
話
で
町
田
市
民
ホ
ー
ル（
1
７
２
８
・
４
３
０
０
）へ
。�

休

館

日
　
第
１
・
３
月
曜
日（
祝
日
の
と
き
は
そ
の
翌
日
）�

受
付
時
間
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時�

※電話は�
おかけ間違え�
のないように�
お願いします。�

【
あ
な
た
の
こ
と
を
話
せ
る
場
所
あ
り

ま
す
か
？
時
に
は
お
子
さ
ん
と
離
れ
て

ち
ょ
っ
ぴ
り
マ
イ
タ
イ
ム
…
】

○
対
象　

市
内
在
住
の
乳
幼
児
を
子
育

て
中
の
保
護
者
（
保
育
あ
り
）

○
日
時　
　

月
４
日
（
水
）
午
前　

時

１０

１０

〜　

時　

分

１１

３０

○
会
場　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

○
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
・
辻
野
恵
子
氏

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１０

子
育
て
マ
マ
の

し

ゃ

べ

り

場

※ここに掲載した催し物は、一般市民の入場可能な催し物（政治団体、宗教団体等が主催するものを除く）です。①
定員になり次第入場をお断りします。②内容等は変更する場合があります。③１０月の休館日は２日、１６日です。

町田市民ホール　１０月前半の催し物 □問 町田市民ホール11７２８・４３００

○
申
し
込
み　

電
話
で
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
（
11
７
１
０
・
１
５
２

５
）
へ
。 

　

本
紙
９
月　

日
号
５
面
掲
載
の

１１

「
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
ク
ラ
ブ
」
の
記

事
中
、
日
時
欄
の
会
場
名
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
「
な

ん
な
る
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
（
南
成

瀬
小
内
）
」
と
な
り
ま
す
。
訂
正

し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

□問
 

広
報
広
聴
課
11
７
２
４
・
２
１

０
１ お　

詫　

び

【
版
で
遊
ぼ
う
！
　

第
５
回
銅
版
画
１

日
教
室　

－

エ
ッ
チ
ン
グ－

】

　

銅
版
画
の
代
表
的
な
技
法
の
ひ
と

つ
、
エ
ッ
チ
ン
グ
の
初
歩
を
楽
し
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

○
日
時　
　

月　

日
（
土
）
午
後
１
時

１０

２８

　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

○
会
場　

同
館
版
画
工
房

○
内
容　
　

×
９　

の
銅
版
を
使
っ
た

１２

cm

単
色
作
品
の
制
作

○
講
師　

同
館
学
芸
員

○
定
員　
　

人
１２

○
費
用　

１
２
０
０
円

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
の
往
信
面

に
講
座
名
と
開
催
日
・
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
（
講
座
の
内
容

及
び
進
行
に
必
要
。
記
入
は
任
意
）
・

電
話
番
号
を
明
記
し
、
９
月　

日
ま
で

３０

（
必
着
）
に
国
際
版
画
美
術
館
普
及
係

（
〒　

－

０
０
１
３
、
原
町
田
４－

　

１９４

２８

－

１
、
11
７
２
６
・
２
８
８
９
）
へ
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
市
内
在
住
者

及
び
同
館
の
講
座
の
受
講
経
験
が
な
い

方
を
優
先
の
う
え
抽
選
し
ま
す
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　

９
月　

日
（
土
）
午
前　

時

３０

１１

〜
午
後
５
時　

分
及
び
午
後
６
時
〜
９

３０

時
（
盆
踊
り
）
、　

月
１
日
（
日
）
午

１０

前　

時
〜
午
後
４
時

１０
○
会
場　

成
瀬
セ
ン
タ
ー

○
内
容　

発
表
（
吹
奏
楽
、
和
太
鼓
、

合
唱
、
舞
踊
、
詩
吟
、
レ
ク
ダ
ン
ス
、

大
正
琴
、
腹
話
術
、
太
極
拳
、
お 
囃  
子 

は
や 

し

等
）
、
展
示
（
書
道
、
絵
画
、
生
け

花
、
俳
句
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
押
し
花

等
）
、
模
擬
店
（
お
で
ん
、
ポ
ッ
プ
コ

ー
ン
、
ラ
ム
ネ
、
玩
具
等
）
、
子
ど
も

み
こ
し

※
車
で
の
来
場
は
ご

遠
慮
下
さ
い
。

□問
 

成
瀬
セ
ン
タ
ー
11

７
２
７
・
０
７
３
１

成
瀬
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

成
瀬
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り�

成
瀬
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り�

　

忠
生
市
民
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
サ

ー
ク
ル
等
が
、
日
ご
ろ
の
活
動
の
成
果

を
発
表
し
、
地
域
で
の
交
流
を
図
り
ま

す
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
期
日　

９
月　

日
（
土
）
、　

月
１

３０

１０

日
（
日
）

○
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
４
時　

分

１０

３０

（　

日
の
発
表
は
、
午
後
１
時
か
ら
）

３０
※
１
日
午
後
６
時
〜
９
時
に
ダ
ン
ス
パ

ー
テ
ィ
ー
を
行
い
ま
す
。

○
会
場　

忠
生
市
民
セ
ン
タ
ー

○
内
容　

展
示
（
木
目
込
人
形
、
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
、
書
道
、
華
道
、
絵
手
紙
、

シ
ャ
ド
ー
ボ
ッ
ク
ス
、
木
彫
り
等
）、発

表
（
吹
奏
楽
、
和
太
鼓
、
踊
り
、
詩

吟
、
大
正
琴
、
お 
囃
子 
、
レ
ク
ダ
ン

は
や
し

ス
、
よ
さ
こ
い
踊
り
等
）
、
模
擬
店
等

の
催
し
（
パ
ン
、
コ
ー
ヒ
ー
、
手
作
り

品
・
雑
貨
販
売
、
介
護
相
談
、
１
日
の

み
お
で
ん
、
カ
ス
テ
ラ
）

※
車
で
の
来
場
は
、
ご
遠
慮
下
さ
い
。

□問
 

忠
生
市
民
セ
ン
タ
ー
11
７
９
１
・
２

８
０
２

忠
生
市
民
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り�

忠
生
市
民
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り�

【
①
ぶ
ら
っ
と
工
作
デ
ー
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
小
学
生

と
そ
の
家
族

○
日
時　

９
月　

日
（
祝
）
午
後
１
時

２３

〜
４
時

○
内
容　

ぶ
ん
ぶ
ん
ご
ま

【
②
デ
ジ
タ
ル
教
室
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
小
学
４

〜
６
年
生

○
日
時　
　

月
４
日
〜　

月　

日
の
毎

１０

１１

２２

週
水
曜
日
、
午
後
３
時　

分
〜
５
時

３０

○
内
容　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
仕
組
み

チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

ひ
な
た
村

○
費
用　

２
０
０
０
円
（
受
験
料
）

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１０

【
③
手
打
ち
う
ど
ん
作
り
に
挑
戦
！
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
小
学
２

年
生
〜
中
学
生

○
日
時　
　

月
９
日
（
祝
）
午
前　

時

１０

１０

〜
午
後
３
時

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

○
費
用　
　

円
８０

※
小
麦
粉
を
使
い
ま
す
の
で
、
ア
レ
ル

ギ
ー
の
方
は
ご
注
意
下
さ
い
。

◇

○
会
場　

ひ
な
た
村

○
申
し
込
み　

①
は
直
接
会
場
へ
、
②

③
は
９
月　

日
午
前　

時
か
ら
電
話
で

２２

１０

ひ
な
た
村
（
11
７
２
２
・
５
７
３
６
）

へ
。

【
ま
ち
づ
く
り
と
は
？
子
供
も
大
人
も

そ
の
将
来
像
を
検
証
し
て
み
よ
う
】

　

新
し
い
�
ま
ち
づ
く
り
�
へ
の
変
革

の
シ
ス
テ
ム
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

左
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
で
全
回
参
加
で
き

玉
川
学
園
地
域
市
民
講
座

ま
ち
だ
中
央
公
民
館

る
方

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

７０

○
会
場　

玉
川
学
園
文
化
セ
ン
タ
ー

○
申
し
込
み　
　

月
７
日
ま
で
に
電
話

１０

で
ま
ち
だ
中
央
公
民
館
「
玉
川
学
園
地

域
市
民
講
座
」
係
（
11
７
２
８
・
０
０

７
１
）
へ
。

国
際
版
画
美
術
館

玉川学園地域市民講座日程表

大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー

催

し

【
大
地
沢
に
ゲ
ン
ジ
ホ
タ
ル
を
と
ば
そ

う
！
「
第
３
回
」
】

　

今
回
は
、
大
地
沢
に
生
息
す
る
あ
ら

ゆ
る
水
生
生
物
（
ホ
タ
ル
含
む
）
を
調

査
し
ま
す
。

○
対
象　

４
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
と
そ

の
保
護
者

○
日
時　
　

月
７
日
（
土
）
午
前　

時

１０

１０

〜
午
後
３
時

○
会
場　

大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

５０

○
費
用　

１
０
０
円

○
申
し
込
み　

電
話
で
大
地
沢
青
少
年

セ
ン
タ
ー
（
11
７
８
２
・
３
８
０
０
）

へ
。

※
無
料
送
迎
バ
ス
を
相
原
駅
西
口
（
午

前
９
時　

分
発
）
、
大
地
沢
青
少
年
セ

４０

ン
タ
ー
（
午
後
３
時　

分
発
）
で
運
行

１０

し
ま
す
。

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

絵
手
紙
の
講
座

【
絵
手
紙
を
通
し
て
男
女
平
等
を
考
え

よ
う
】

　

第　

回
く
ら
し
を
守
る
市
民
の
つ
ど

３１

い
の
協
賛
企
画
と
し
て
絵
手
紙
の
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時　
　

月　

日
（
日
）
午
後
１
時

１０

２２

　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
３
階

多
目
的
実
習
室

○
講
師　

日
本
絵
手
紙
協
会
公
認
講
師

・
畠
山
汐
美
氏

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

○
費
用　

１
０
０
０
円

○
申
し
込
み　

電
話
で
男
女
平
等
推
進

セ
ン
タ
ー
（
11
７
２
３
・
２
９
０
８
）

へ
。

【
ア
ウ
ト
ド
ア
’
s　

鶴
見
川
チ
ャ
レ

ン
ジ
ハ
イ
ク
】

　

学
年
ご
と
に
設
定
さ
れ
た
ス
タ
ー
ト

地
点
か
ら
ゴ
ー
ル
「
つ
る
っ
こ
」
を
目

指
し
歩
き
ま
す
。

○
対
象　

①
小
学
１
・
２
年
生
②
小
学

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
つ
る
っ
こ

催

し

３
年
生
〜
中
学
生

○
期
日　

①　

月　

日
（
土
）
②　

日

１０

１４

１５

（
日
）

※
②
の
解
散
時
間
は
午
後
６
時
以
降
に

な
り
ま
す
の
で
、
保
護
者
の
方
の
迎
え

が
必
要
で
す
。

○
定
員　

①　

人
②
小
学
３
・
４
年
生

１２

＝　

人
、
小
学
５
年
生
〜
中
学
生
＝　

１２

１２

人
（
申
し
込
み
順
）

○
チ
ャ
レ
ン
ジ
距
離　

①　
　

②
小
学

１５
km

３
・
４
年
生
＝　
　

、
小
学
５
年
生
〜

２０
km

中
学
生
＝　
　２５
km

○
費
用　

３
０
０
円
（
別
途
、
往
路
交

通
費
が
必
要
で
す
）

○
申
し
込
み　

９
月　

日
午
前　

時
か

２３

１０

ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
子
ど
も
セ
ン
タ

ー
つ
る
っ
こ
（
11
７
０
８
・
０
２
３

６
）
へ
。

野
口　

健
（
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
）

「
富
士
山
か
ら
日
本
を
変
え
る
」

　

富
士
山
を
変
え
る
こ
と
に
よ
り
、
日

本
全
国
の
国
立
公
園
を
は
じ
め
と
し
た

自
然
保
護
へ
の
新
た
な
取
り
組
み
を
強

く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

 
雨 あま 
谷 　
 
麻 
世
   

（
ソ
プ
ラ
ノ
）

が
い 

ま 

よ

「
人
の
心
と
地
球
」
コ
ン
サ
ー
ト

　

「
鎮
守
の
森
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
を
は

じ
め
、
心
豊
か
な
コ
ン
サ
ー
ト
を
と
お

し
て
、
地
球
環
境
を
守
る
大
切
さ
を
唱

え
て
い
ま
す
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
ま
で
幅
広
い
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を

歌
い
こ
な
す
実
力
シ
ン
ガ
ー
で
す
。

　

月　

日
（
月
）

１１

２７

午
後
６
時　

分
開
演

３０

一
般
１
０
０
０
円

高
校
生
以
下
５
０
０
円

（
税
込
、全
席
指
定
）

※
６
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
か

ら
入
場
で
き
ま
す
。

【
９
月　

日
午
前
８
時　

分

２７

３０

か
ら
電
話
予
約
受
付
開
始
】

※
初
日
は
電
話
の
み
の
受
付
で
す
。

〈
同
時
開
催
〉

　

地
球
一
日
博
物
館
（
入
場
無
料
、
午

後
１
時
〜
６
時　

分
）

３０

　

ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
や
天
然
ガ
ス
自
動

車
、
燃
料
電
池
な
ど
の
展
示
や
地
球
環

境
を
テ
ー
マ
と
し
た
児
童
絵
画
、
環
境

ク
イ
ズ
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン

ト
を
市
民
ホ
ー
ル
１
階
サ
ロ
ン
他
で
同

時
開
催
し
ま
す
。

地
球
に
や
・
さ
・
し
・
く

地
球
に
や
・
さ
・
し
・
く�

　
　
　
　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル�

地
球
に
や
・
さ
・
し
・
く�

　
　
　
　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル�

う
た
・
お
は
な
し
・
地
球
を
み
つ
め
て

う
た
・
お
は
な
し
・
地
球
を
み
つ
め
て�

う
た
・
お
は
な
し
・
地
球
を
み
つ
め
て�

▲

雨
谷
麻
世▲野口　健

（
鶴
間
４
６
７
、
ハ
イ
タ
ウ
ン
内
広

場
）
＝
８
月　

日
で
中
止
▽
広
袴
公
園

１８

（
広
袴
３－

４
）
＝
９
月　

日
ま
で

２０

【
新
設
】

○
場
所　

セ
ル
シ
オ
ヒ
ル
ズ
す
ず
か
け

台
（
鶴
間
１
６
０
１－

　

）
＝
９
月
１

１１

日
か
ら
▽
能
ヶ
谷
に
じ
の
丘
公
園
（
能

ヶ
谷
町
３
０
１
４－

７
）
＝　

月
４
日

１０

か
ら
▽
山
王
塚
公
園
（
薬
師
台
３－

３

【
中
止
】

○
場
所　

す
ず
か
け
台
ハ
イ
タ
ウ
ン

○
縦
覧
期
間　

９
月　

日
（
木
）
〜　

２８

１０

月　

日
（
水
）

１１
○
縦
覧
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

５
時

○
縦
覧
場
所　

区
画
整
理
課
（
木
曽

町
２
１
８
５－

１
）

□問
 

区
画
整
理
課
11
７
９
２
・
３
７
７
１

　
　

月
３
日
（
火
）
か
ら
、
忠
生
四
丁

１０
目
の
一
部
で
公
共
下
水
道
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
、
利
用
が
で
き
る
区
域
に
建
物

を
所
有
し
て
い
る
方
に
は
、
切
り
替
え

工
事
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
指
定
工
事
店

名
簿
を
配
布
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
利
用
開
始
に
伴
い
、

図
面
等
を
ご
覧
（
縦
覧
）
に
な
れ
ま

す
。

○
縦
覧
期
間　

９
月　

日
（
金
）
〜　

２２

１０

月
２
日
（
月
）

○
縦
覧
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

５
時

※
土
・
日
曜
日
は
除
く
。

○
縦
覧
場
所　

下
水
道
部
業
務
課
（
成

瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
）

【
切
り
替
え
工
事
に
つ
い
て
】

　

く
み
取
り
便
所
（
し
尿
浄
化
槽
を
含

む
）
を
公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
工
事

は
、
指
定
工
事
店
に
依
頼
し
て
下
さ

い
。
な
お
、
水
洗
便
所
改
造
資
金
貸
付

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ

い
。

【
公
共
下
水
道
へ
の
切
り
替
え
工
事
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期
間
】

　

く
み
取
り
便
所
の
家
庭
は
３
年
以
内

に
、
浄
化
槽
使
用
の
家
庭
は
遅
滞
な
く

（
１
年
以
内
に
）
公
共
下
水
道
へ
の
切

り
替
え
工
事
を
し
て
下
さ
い
。

【
工
事
は
必
ず
指
定
工
事
店
で
】

　

市
の
指
定
工
事
店
と
偽
り
、
下
水
道

利
用
（
予
定
）
区
域
内
で
、
宅
地
内
に

お
け
る
公
共
下
水
道
へ
の
切
り
替
え
工

事
（
浄
化
槽
か
ら
の
切
り
替
え
工
事
を

含
む
）
を
勧
誘
す
る
業
者
が
い
る
よ
う

で
す
。
市
で
は
一
定
の
水
準
を
有
す
る

技
術
者
が
専
属
し
、
市
長
が
指
定
を
し

た
工
事
店
で
な
い
と
公
共
下
水
道
へ
の

を
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

ま
だ
、
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
（
金

属
の
プ
レ
ー
ト
）
の
交
付
を
受
け
て
な

い
方
が
い
ま
し
た
ら
、
次
の
方
法
で
受

け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
狂
犬
病
予
防
注
射
を
接
種
し
、
狂
犬

病
注
射
済
証
は
あ
る
が
注
射
済
票
交
付

を
受
け
て
い
な
い
場
合
】

　

狂
犬
病
予
防
注
射
済
証
（
紙
）
を
環

境
保
全
課
ま
た
は
市
民
セ
ン
タ
ー
に
持

参
し
て
、
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
の
交

付
を
受
け
て
下
さ
い
。

【
狂
犬
病
予
防
注
射
を
接
種
し
て
い
な

い
場
合
】

　

至
急
動
物
病
院
で
狂
犬
病
予
防
注
射

を
接
種
さ
せ
て
、
狂
犬
病
予
防
注
射
済

証
を
発
行
し
て
も
ら
っ
て
下
さ
い
。
狂

犬
病
予
防
注
射
済
証
を
お
持
ち
に
な
っ

て
環
境
保
全
課
ま
た
は
市
民
セ
ン
タ
ー

で
、
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
（
金
属
の

プ
レ
ー
ト
）
の
交
付
を
受
け
て
下
さ

い
。
交
付
手
数
料
は
５
５
０
円
で
す
。

　

こ
の
場
合
、
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票

の
交
付
が
で
き
る
動
物
病
院
も
あ
り
ま

す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

な
お
、
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
の
交

付
を
行
っ
て
い
な
い
方
に
は
９
月　

日
２５

に
ハ
ガ
キ
を
発
送
し
ま
す
の
で
、
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

□問
 

環
境
保
全
課
11
７
２
４
・
２
７
１
１

　

法
改
正
に
と
も
な
う
政
令
（
平
成　
１８

年　

月
１
日
施
行
）
に
よ
り
、
次
の
と

１０
お
り
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額

・
上
位
所
得
者
の
範
囲
見
直
し
が
さ
れ

ま
す
。

○　

歳
未
満
の
方
で
上
位
所
得
者
（
年

７０
間
所
得
６
０
０
万
円
超
）　
　

万
円
＋

１５

（
医
療
費－

　

万
円
）
×
１
％

５０

○　

歳
未
満
の
一
般
の
方　

８
万
１
０

７０
０
円
＋
（
医
療
費－

　

万
７
０
０
０

２６

円
）
×
１
％

○　

歳
以
上
の
方
で
現
役
並
み
所
得
者

７０
（
住
民
税
課
税
所
得
１
４
５
万
円
以

上
）　

８
万
１
０
０
円
＋
（
医
療
費－

　

万
７
０
０
０
円
）
×
１
％

２６○　

歳
以
上
の
方
で
一
般
の
方　

４
万

７０
４
４
０
０
円

※
低
所
得
者
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
）

は
、
今
回
自
己
負
担
限
度
額
の
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

○
出
産
育
児
一
時
金
が　

万
円
に
な
り

３５

ま
す
（　

万
円
か
ら
改
定
さ
れ
ま
す
）

３０

○
葬
祭
費
が
５
万
円
に
な
り
ま
す
（
４

万
円
か
ら
改
定
さ
れ
ま
す
）

※
詳
細
は
次
号
以
降
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

□問
 

国
保
年
金
課
11
７
２
４
・
２
１
３
０

－

　

、
山
王
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
側
）
＝

２０
８
月　

日
か
ら

２３

□問
 

さ
る
び
あ
図
書
館
11
７
２
２
・
３
７

６
８

切
り
替
え
工
事
が
で
き
な
い
指
定
工
事

店
制
度
を
と
っ
て
い
ま
す
。
工
事
を
申

し
込
む
際
に
は
、
必
ず
指
定
工
事
店
か

ど
う
か
確
認
し
て
契
約
す
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

□問
 

下
水
道
部
業
務
課
11
７
２
０
・
１
８

３
３

【
推
薦
は　

月　

日
（
火
）
ま
で
に
】

１０

１０

　

市
と
町
田
商
工
会
議
所
で
は
、
技
能

功
労
者
と
永
年
勤
続
従
業
員
の
表
彰
を

　

月　

日
（
火
）
に
ホ
テ
ル
町
田
ヴ
ィ

１１

２８

ラ
で
行
い
ま
す
。

　

次
に
該
当
す
る
技
能
職
者
に
つ
い
て

は
技
能
団
体
な
ど
が
、
永
年
勤
続
従
業

員
に
つ
い
て
は
事
業
所
が
、　

月　

日

１０

１０

ま
で
に
推
薦
書
（
町
田
市
経
済
振
興
課

＝
市
役
所
森
野
分
庁
舎
３
階
、
及
び
町

田
商
工
会
議
所
に
あ
り
ま
す
）
を
経
済

振
興
課
ま
た
は
町
田
商
工
会
議
所
へ
提

出
し
て
下
さ
い
。

【
技
能
功
労
者
】

　

主
と
し
て
、
市
内
に
お
い
て
技
能
的

職
業
に
従
事
し
、
市
内
に
引
き
続
き
５

年
以
上
居
住
し
て
お
り
、
経
験
年
数　
２５

年
以
上
、
年
齢
が　

歳
（
表
彰
日
現

５０

在
）
以
上
の
方
で
、
優
れ
た
技
能
を
も

ち
、
徳
行
が
著
し
く
、
後
進
の
模
範
と

な
っ
て
い
る
方
。

【
永
年
勤
続
従
業
員
】

　

市
内
の
同
一
の
中
小
企
業
に
勤
務

し
、
勤
続
年
数
が
①　

年
以
上
②　

年

１０

２０

以
上
③
満　

年
（
基
準
日
は
い
ず
れ
も

３０

平
成　

年
４
月
１
日
）
の
方
。
た
だ

１８

し
、
過
去
に
同
一
年
の
表
彰
を
受
け
た

方
は
除
き
ま
す
。

□問
 

町
田
市
経
済
振
興
課
11
７
２
４
・
２

１
２
９
、
町
田
商
工
会
議
所
11
７
２
２

・
５
９
５
７

時
か
ら
②
午
後
１
時　

分
か
ら
③
午
後

３０

２
時　

分
か
ら

３０

○
会
場　

町
田
市
民
ホ
ー
ル
第
２
会
議

室○
費
用　

保
護
者
１
人
５
０
０
円
、
子

ど
も
は
無
料

○
定
員　

各
回　

組
（
抽
選
）

１０

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
希
望
時

間
・
住
所
・
代
表
者
氏
名
・
参
加
希
望

人
数
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、　

月　
１０

１３

日
ま
で
（
必
着
）
に
社
会
教
育
課
「
お

茶
会
係
」
（
〒　

－

０
０
２
２
、
森
野

１９４

１－

　

－

　

、
11
７
２
４
・
２
１
８

３３

１０

１
）
へ
。

※
当
日
の
ご
案
内
は
、
町
田
茶
道
会
の

皆
さ
ん
で
す
。

　

薬
師
池
公
園
の
北
西
、
町
田
ぼ
た
ん

園
・
ふ
る
さ
と
農
具
館
の
近
く
に
あ
る

野
津
田
町
の
畑
で
は
、
白
く 
可  
憐 
な
そ

か 

れ
ん

ば
の
花
が
咲
い
て
い
ま
す
。

　

花
を
楽
し
ん
だ
後
は
収
穫
を
し
て
、

翌
春
に
「
七
国
山
そ
ば
」
と
し
て
販
売

し
ま
す
。

○
交
通　

小
田
急
線
町
田
駅
北
口
Ｐ
Ｏ

Ｐ
ビ
ル
先　

番
乗
り
場
か
ら
、
本
町
田

２１

経
由
野
津
田
車
庫
行
き
、
ま
た
は
本
町

田
経
由
鶴
川
駅
行
き
バ
ス
で
「
薬
師
ヶ

丘
」
下
車
▽
鶴
川
駅
０
番
乗
り
場
か
ら

本
町
田
経
由
町
田
駅
行
き
バ
ス
で
「
薬

師
ヶ
丘
」
下
車
、
徒
歩　

分
１０

※
車
で
の
通
り
抜
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

車
で
お
い
で
の
際
は
、
薬
師
池
公
園
駐

車
場
を
ご
利
用
下
さ
い
。

□問
 

農
業
振
興
課
11
７
２
４
・
２
１
６

６
、
ふ
る
さ
と
農
具
館
11
７
３
６
・
８

３
８
０　

【
秋
の
花
と
赤
ト
ン
ボ
】

　

ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ
や
の
ぎ
く
の
花
、
い

ろ
い
ろ
な
赤
ト
ン
ボ
を
観
察
し
ま
す
。

○
日
時　
　

月
１
日
（
日
）
午
前
９
時

１０

　

分
〜　

時　

分
（
雨
天
中
止
）

３０

１１

３０

○
集
合
場
所　

忠
生
が
に
や
ら
自
然
館

※
駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
下
さ
い
。

□問
 

忠
生
が
に
や
ら
自
然
館
11
７
９
２
・

１
３
２
６

移
動
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
巡
回
場
所
）
変
更
等
の

お

知

ら

せ

　

マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
と
は
、
妊
産
婦

さ
ん
が
交
通
機
関
等
を
利
用
す
る
際
に

こ
の
マ
ー
ク
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
、

席
の
確
保
や
受
動
喫
煙
等
、
周
囲
が
妊

産
婦
さ
ん
へ
の
配
慮
を
示
し
や
す
く
す

る
も
の
で
す
。

　

特
に
妊
娠
初
期
は
、
「
つ
ら
い
症

状
」
が
出
や
す
い
時
期
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
外
見
上
か
ら
判
断
し
づ
ら
い
た

め
、
周
囲
の
理
解
が
得
ら
れ
に
く
い
も

の
で
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
マ
ー
ク
を
身

に
つ
け
る
こ
と
で
、
周
囲
に
妊
婦
で
あ

る
こ
と
を
そ
れ
と
な
く
知
ら
せ
、
心
遣

い
を
促
す
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

妊
産
婦
さ
ん
へ
の
思
い
や
り
あ
る
気

遣
い
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

マ
タ
ニ
テ

ィ
マ
ー
ク

は
、
厚
生
労

働
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:/
/
w
w
w
.m
h
lw
.

g
o
.jp
/
h
o
u
d
o
u
/
2
0
0
6
/
0
3
/
h
0
3
0

1
－
1
.h
tm
l

）
か
ら
自
由
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

　

妊
産
婦
の
方
は
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト

し
た
も
の
や
本
紙
面
の
マ
ー
ク
を
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
な
ど
に
添
付
し
て
ご
利
用
下

さ
い
。

□問
 

健
康
課
11
７
２
５
・
５
４
２
２

公
共
下
水
道
が

利
用
で
き
ま
す

忠
生
四
丁
目
の
一
部
で

技
能
功
労
者
・
永
年
勤
続
従
業
員

表

彰

し

ま

す

狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
の

交
付
は
受
け
ま
し
た
か

　

す
べ
て
の
犬
は
狂
犬
病
予
防
法
に
よ

り
、
年
１
回
、
４
月
１
日
か
ら
６
月　
３０

日
ま
で
に
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
て

市
が
交
付
す
る
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票

町
田
都
市
計
画
忠
生
土
地
区
画
整
理
事

業
の
事
業
計
画
変
更
関
係
図
書

ご

覧

下

さ

い

町
田
市
民
文
化
祭

親
子
で
楽
し
む
お
茶
会

　

お
茶
の
作
法
や
楽
し
み
方
を
聞
き
、

お
茶
席
で
お
茶
と
和
菓
子
を
頂
き
な
が

ら
、
優
雅
な
ひ
と
と
き
を
親
子
で
過
ご

し
ま
せ
ん
か
。

○
対
象　

小
学
生
以
上
と
保
護
者

○
日
時　
　

月
３
日
（
祝
）
①
午
前　

１１

１１

お
い
で
下
さ
い

七
国
山
（
野
津
田
）
の
そ
ば
畑

忠
生
公
園

定
例
自
然
観
察
会

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

催

し

【
学
習
会　

安
全
安
心
な
食
べ
物
と
は

？－

リ
ス
ク
を
考
え
て
の
選
択－

】

　

環
境
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
と
は
、
安

全
性
と
は
、
一
緒
に
学
び
考
え
ま
し
ょ

う
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

方○
日
時　
　

月　

日
（
木
）
午
後
１
時

１０

１２

　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
３
階

視
聴
覚
室

○
講
師　

（
特
）
食
品
保
健
科
学
情
報

交
流
協
議
会
常
任
理
事
・
三
原
翠
氏

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

３５

○
申
し
込
み　

９
月　

日
午
前
９
時
か

２１

ら
電
話
で
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
11
７

２
５
・
８
８
０
５
）
へ
。

※
託
児
（
２
歳
以
上
、
人
数
に
限
り
あ

り
）
を
希
望
の
方
は
、
申
し
込
み
の
際

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

　

予
約
で
き
る
の
は
市
内
在
住
、
在

勤
、
在
学
の
方
と
そ
の
随
伴
者
ま
た
は

家
族
で
、
２
泊
３
日
単
位
の
利
用
で
す

（
左
下
表
参
照
）
。

　

な
お
冬
期
間
は
本
館
の
み
の
利
用
と

な
り
ま
す
。

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
（
１
グ
ル

ー
プ
１
枚
）
に
「
自
然
休
暇
村
年
末
年

始
利
用
申
込
」
と
書
き
、
利
用
日
の
番

号
（
第
２
希
望
可
）
・
利
用
予
定
人
数

・
利
用
室
数
・
代
表
者
の
住
所
（
市
内

在
勤
在
学
の
方
は
そ
の
旨
を
明
記
）
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
、
返
信

用
に
も
あ
て
先
を
書
い
て
、　

月　

日

１０

１５

ま
で
（
必
着
）
に
自
然
休
暇
村
（
〒　
３８４

－

１
４
０
３
、
長
野
県
南
佐
久
郡
川
上

村
秋
山　

－

　

、
11
０
２
６
７
・　

・

５３

１５

９９

２
９
１
２
）
へ
。

※
本
館
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
朝
夕
２
食

２
０
０
０
円
で
食
事
を
承
り
ま
す
（
予

約
制
）
。

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
て
、

結
果
は
全
員
に　

月
下
旬
ご
ろ
通
知
し

１０

ま
す
。

自
然
休
暇

自
然
休
暇
村

年
末
年
始
利
用
案
内

年
末
年
始
利
用
案
内
�

自
然
休
暇

自
然
休
暇
村

年
末
年
始
利
用
案
内

年
末
年
始
利
用
案
内
�

自
然
休
暇
村

年
末
年
始
利
用
案
内
�

○
移
転
日　

（
業
務
開
始
日
）　

月
２

１０

日
（
月
）

○
移
転
場
所　

木
曽
庁
舎
（
木
曽
町
２

１
８
５－

１
）

○
新
電
話
番
号　

11
７
９
３
・
０
８
１

１
（　

月
２
日
か
ら
）

１０

□問
 

鶴
川
駅
前
区
画
整
理
事
務
所
11
７
３

５
・
７
６
３
３

利用料室数利用できる施設

１泊１室
８，０００円１７室本　館

（和室１０畳、定員６人）

利用日（２泊３日）番号

１２／２９～３１１

１２／３１～１／２２

１／２～４

鶴

川

駅

前

区

画 

整
理
事
務
所
移
転

の

お

知

ら

せ

ママ
タタ
ニニ
テテ
ィィ
ママ
ーー
クク
をを
ごご
存存
じじ
でで
すす
かか
？？

１０月１日から１０月１日から
国民健康保険の高額療養国民健康保険の高額療養
費の費の自己負担限度額自己負担限度額・・出出
産育児一時金産育児一時金・・葬祭費の葬祭費の
金額が変わります金額が変わります

町田市コールセンター11０４２・７２４・５６５６町田市コールセンター11０４２・７２４・５６５６


